
「第3回耐震補強・補修技術，耐震診断技術に

関するシンポジウム」講演論文集

平成 11年 7月

社団 法人土木学会

土木施工研究委員会





繊維シートによる RC部材の補強における定恙方法に関する研究

1. はじめに

本研究は炭素繊維シート (CarbonEiber .Sheet以

後 CFS), アラミド繊維シート (AlamidEibcr Sheet 

以後 AFS)をIllいた鉄筋コンクリート (Reinforced

Concrete以後 RC)構造物の角部への定杵）id、•を名

案し，そのイ政）J性 を実験的，解析的に検吋するもの

である ．既存の RC構造物，特に橋脚への補強では，

耐）Jの増加だけではなく， じん性を向上させねばり

強くすることが屯＇災である．屯に耐） Jを向卜させた

構造物は人規校な地震時に橋脚から構造物全休に伝

達される部材力が大きくなり，そのために大規模な

補強が必要とな ってくる ． また， 仙げ耐力を上げる

事により作川せん断）Jが増加してせん断破壊に至．る

こともある．従って， 1111げ耐）Jを過炭に上げること

なく， じん1咋を1uJト-させることが重災である．もち

ろん， じん性のみを I・分に向ヒさせたとしても兵／巾

県南部地点クラス の地虞には耐えられない場介が想

定されるため，所災のI耐力とじん性の向上を図 った

バランスの良い袖強 L法が望ましい．そのような条

件を満たす工法として， RC巻き立て工法 1).2), 鋼

板巻き立て工法 3),4)及び炭素繊維巻付け工法 5) 8)等

が提案または，実施上されている ．しかし，今後様々

な条件での耐震袖強施上が予想され，新しい補強 r
法の提案が待たれている 7).

一方，橋脚への繊維シート (EiberSheet以後 FS)

を用いた補強の多くはせん断耐力の向上， じん性の

向上を目的とし，それらの研究 4),5).9).10)は多く，実

施例も少なくない． また，圃lげ耐力の向上を目的と

した研究叫実施例もある ．繊維シートによる袖強

は軽量で施工性が良いことから利用される機会は増

えると思われる ． しかし， 実際にはせん断補強また
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は，鉄筋役洛し部の1111げ袖強への利川に限',しさ J.Lて

おり ，桃脚枯部の袖強に利JIJした例は少ない．これ

は，繊維シートを角部に定着する適‘りな力社、：がIJ廿兌

されていないことによるところが人きい．

そこで木研究では，繊維シー トを袖強材として JIJ

いる場介の角部への定着）j法を新たに考条すると共

に，その応川例として， RC橋脚の1111げ袖強におけ

るフ ーチング部への定着において，こ の＿［法がイI効

であることを実験と数仙解析により検証し た．

2. 考案した定着工法

本研究では，繊維シートを鉄筋コンクリート表J(ij

に定着する新たな方法を考案した．隅角部を有す る

構造物の補強 I二法において，繊維シートを定府する

)j法が波も容易であると 息われ る．

しかし，角部では，核沿血の端部に恥1'()iiiりに,JI

張り力が作川するため，図ー 1にぷすとおり，端部

から）ii月にり 1き峨ljがされて定着強度を得ることが出来

なし‘•

そこで，本研究では，接着されたシートの定着幼

果を上げるために ，図ー2に示すように定着用冶具

とアンカーボル トで定着する方法を考案した．この

方法は，シートを定着部に接着させた直後に，その

,-_から定着用冶具を接滸し，アン カーボルトを締め

込むことにより圧済する力法である前述のような

引張力がシートに作用した場合，シートに作用する

引張力は定着用冶具の 1川げ剛性に よりアンカーボル

トヘ伝達される ．

なお，定着用冶具は L字型とした．これはシー

トか ら定着月l冶具への応）J伝達をスムーズにするた

め，ならびに，冶具先端部でのシートの破断を避け

るための処置である ． また，隅角部のシートが直角
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に-tJrれ 1111がる部分については，適度の1111'年を確保す

るように配樹する ．図ー3に，鉄筋コンクリート低

脚の1111,r袖，；狙材としてシートをJIJし、た場介に，本‘巫

ぷu叫、を 1心illした場介の概念図を小す．鉄筋コンク

リート低I~り)())」)）j合には 前述のように， 1111げ1f1H力を単

純に I・.げることは必ずしも ti[ましくなしヽ J易介がある ．

11111杓fiH)Jを1-.lf1, hiよで '1.i.:'. ~りをfJ・＇）場介

ることはもちろん，

し力、 1_.

定着）11 ih 1 \-0) ~'~ 平H『'l't,.、hよを

変えるこどによって，定着;'H¥に変）I多能を持たせるこ

とができる ． したがって，l[tjJ)Jと変形能のバラン

スに配応’．した定府上法とし て）11いることができる ．

3. 橋脚モデルの載荷実験

RC 低脚モデル試験体を CFS または AFSで1111げ

袖強する場介について，本研究で各条した定着i:法

のイi'JIJ'l"Iを実験に より検証した．

3. 1材料の力学特性

Ji]いた AFS及び CFSの材料特・nを表ー1に示す．

補強前ぶ験休に用いた 010上鉄筋，06帯鉄筋，及

び定 和IPf湛に用いた鋼材の）J学特1咋を表ー2に示

す．

3.2定着用冶具

定がi'/1 J i台］しは ， 11.iJI~ 多Ii~ を加 l・．した冶！し(L-Type)と

f・ 板を）JI I I: した冶几(P-Type)の 2タイプを Ji]意した．

その形状を 図—4 にポす． また，ボルト）llイしの直径

は 20mm とした ．アンカーボルトとして，

ネジボルトを）llしヽた・

3.3供試体への券き立て補強

袖強する供試体は， 一般的な鼎げ破壊先行型の既

図ー 1F Sのみの補強
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図ー 3橋脚モデルヘの施工例

Ml6全

表ー 1FSの材料特性

CFS AFS 

引張強度(N/mm
2 4810 2710 

弾性率(N/mmり 2.45 X 105 7.85 X 104 
破断ひずみ 0.0111 0.0328 
厚さ(mm) 0.167 0.169 

表ー 2鉄筋と鋼材の力学特性

丑三1il言言言言「言
表ー3試験体一覧

スパンは

した．

1 };"[[; ロ］
豆 巴土上嗅 ＇竺 ~1

図ー4定藩冶具の形状
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図ー5試験体配筋図

存 RC橋脚の 1/6-1/8程度とした．

試休の形状寸法を示す．断面は 300mmX 300mm, 

鉄筋比は 0.95である .J皿補強1000mm, 

図ー5に補強前供

のものを含め表ー3に示す 5タイプの供試体を用意

した.i共試休タイプ名の 1文字目は FSの種類を 2

文字日は冶具の形状を示す． また，補強後の鉄筋比

を算出する際には FSの引張強炭から鉄筋址に換算

袖強にあた っては， まずコンクリートの劣

化層をディスクサンダー等により除去，研靡（以降

下地処理」一~）した後にエポキシ系樹脂である プライ

マーを塗布し，乾燥後不陸修止を行う ．ま た，下地

処理工を行う際に Imm以上の段差を除去 し，

タルを）llいて隅角部に R=l0mmのl(Lj取 りを設けた．

モル
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これは FSの強度低ドを緩和させ，作用応力がスム

ーズに伝達するための処理である．プライマーの指

触乾燥後，常温仙化工ポキシ樹脂（以降樹脂）を裕

り FSを柱1!111!);向に貼り 付け，ゴムベラ宵をIllいて

樹脂を含及させる．その後，定沿11J冶具により FS

をII: 府し，史に，アンカーボルトによりフーチング

）森部と固定する ． その状況を写真—1 に小す．

写真ー 1冶具定績

3.4載荷方法

載荷方法は， 図—6 に示すように片持ち梁の先端に

死術璽を想巫した 91kNの一定軸）］向）Jを載1・1:rした

状態で，柱先端での変位を両振りで浄的に制御する

方法である ．試験機は容鼠 440kNの電気i1t1rt式サ

写真ー2実験状況
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図ー8載荷荷重ー変位関係
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図ー9 CFS補強橋脚モデルの

無次元化荷重振幅一載荷回数

無次元化荷重振幅
25 

ーボパルサー）r,1アクチュエーターである変位振幅

は図—7 に示すように，降伏変位人を桔準とし 0.5

0 Y'1.0 0 y• (以降 0.5o Y刻み）， と変化させた．

なお，ここでいう降伏変位とは，無袖強供試休の t
鉄筋が降伏を l)f.J始する時の供試休先端の変位である．

3.5実験結果及び考察

荷重ー変位関係のスケルトンカーブを図ー8にポす．

また， CFSまたは AFSにより補強された1共試休の

無次元化荷重振幅と載荷回数の関係をそれぞれ図ー9

及び図—10 に示す ． ここで荷重振幅は，荷重ー変位

関係の上 F最大変位時の荷翫の絶対値を平均したも

のである．また，無次元化荷重振幅は荷重振幅を更

に無補強供試体の降伏荷重で除した1直である ．なお

変位値は柱先端部での値を用いた．

(1) CFSにより補強された供試体

CP-Typeと CL-Typeの無次元化荷璽振輻を比べ

巨

図ー6 載荷方法
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図ー 7載荷パターン
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図ー10 AFS補強橋脚モデルの

無次元化荷重振幅一載荷回数

ると 8(= o I o y)=2.0 までは有意な差はないが，

応 3.0以上になると徐々に差が生じ CL-Typeのほ

うが大きな値となった． また， CP-Typeでは 8=2.5 

まで緩やかな,-.昇となり， 8 =3.0を過ぎると変化

がなくなり， CFSが破断するのに対し， CL-Typeで

はぷ=3.0以降朔著に上昇して CFSが破断を起こし，

載荷は終了した．最大荷重は， CP-typeが約 56kN,

CL-typeが約 81kN, N-typeが約 43kNとなって

おり， CL-typeの最大荷重は CP-type及び N-type

の約 1.5倍となった．

これらの結果より， L字形冶具を用いて CFSを

定着することにより jjjlげ耐力が確実に上昇すること，

冶具の塑性変形により定着部でエネルギー吸収がな

されていることがわかる ．
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(2) AFSにより補強された供試体

AP-Type と AL-Typeについて！肌次元化術屯振,μ,,¥

を比校すると 8=2.5 までは人きな沿がなく 8=2.5 

を超えたところから徐々に AL-Typeのほうは I・.外

し8=2.5をピークとして弧を枯'iくようにド降した．

また， AP-Type も弧をi贔くような形にな ったがそ

のビークは ，8 =3 とな った．蔽終的には、fl!f,次）じ化1・,:r

叩t111:,¥の），竺は約 1.21脊となった ．

i1Vく1::j'屯は AL-Typeでは 79kN, AP-Typeは 66kN

となり， N-TypeのJ易介の 1.5j斉， 1.2 1部の強炭であ

った． また，図には小してしヽないが冶具のひずみは

蚊人でも 150,11とごく微小なこ とから 冶具が変形す

ることな く柱の崩壊を迎えたことが分かる ．

4. 橋脚モデル解析

前節の実験結果によ りぷされた袖強効果を数値解

析により検証するために， 2次）じ介限要素flJ名析を‘必

施した．袖強効果の影評を見るため， 1拙袖強(N-Type),

CFSのみによる補強(CFS-Type), 山形鋼を用いた

冶具により CFSを定着した補強(CL-Type)の 3種類

の供試休について解析を行う．

4. 1解析方法

CFSの材料特性，冶」し

の材料特性は表—1 及び表—

2に示したものと圃様であ

る. ff]梓析モデルを 図—11 に

示す．各＇災 素はすべてシェ

ル要素とした．無袖強の場

合，要素数は 360, 節点数

は 595である．鉄筋コン

クリート部分の材料は‘ド均
図ー11解析モデル

応）Jによる降伏応）Jの減少

を考慮した弾塑性材料とし，鋼板は移動硬化を考慮

した等方弾迎性体，シートは等方弾製性破壊モデル

としており，シートが破断した場合には要素が消去

される ．また，シートと鋼板， シートと RC試験休

の間には接触面への法線）］向とせん断方向について

破壊応力を設定する接触＇炭素を挿人している．これ

によりシートの剥離が考慮できる ．剥離は次式によ

り判定される．

げ，l「:唾直破壊応力 び、「：せん断破壊応力

び，l : 結合部に実際にhillしている帷直応）J

”、：結合部に実際に竹川しているせん断応）J

定祐休，被定着体と FSとの間には垂直破壊｝、じ）J

3. 4 3N/n11112, せん断破壊｝、し）J 102. 5N/nu酎 とする接触

災本 を抑人し， ,~lflllif叫 と r-sとの間には恥1'((i)支

加、し）） 2 N/nmil, せんH:JiliJl壊l、し）J 60 N/nm廿とする核

触＇災素を挿人した．コ ンクリー トと FSとの間の厭

直破壊｝，む）Jは参衿脊料 IIの1直をIllいた．

拘束条件は， フーチング），1-,:部を元令固定とした．

戦1',『条件については，先端に 91kNの・‘足刺l)Jを載

価した状態で 400mm/secでの動的凩調載術とした．

4.2解析結果と考察

各供試休について-I'llヽIJJ心）J分布図を図ー12に示す，

定猥的な結果を得るには令らなかったが，各分布図

より CFSのみによる袖強では，その効果はほとん

ど見られないのに対して，本柏で提案した定着じ法

を川いることで補強効果が顕著に向 j百．することが明

らかとなった．

(a)無補強
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図ー12相当応力分布図

5. 隅角部モデルの載荷実験

次に， RC構造物の隅角部に FS を定着する際の

有効性について検討するために，隅角部をモデル化

した小型供試体を作成し，その載荷実験を実施した．

5. 1材料の力学特性

鉄筋の力学特性，補強材として/I]いた FSの力学

特性，定着用冶具の力学特性は表—1 , 表ー2に示し

たものと同様であるまた，冶具は，山形鋼を加...l

したものを使用したその形状を図ー13に示す．

5.2供試体の概要

供試体は図—14 に示すように鉄筋コンクリート製

定着体，無筋コンクリート製被定着休，及びそれら

を定着するための繊維シート，定着用冶具，及びア
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アンカ

込んでいる．

ンカー用高カボルトからなる．定着体には，

ーボルトの代Jflに令ネジの Ml6高カボルトを刑め

ここで閻）JボルトをJilいているのは，

アンカーボルトの引き抜けが実験結果に影閲を及ほ

さないようにするためである ．

定杵休の 中央部には，

けてあり，その,,,にf)支定着休を入'.::し込む．

で定着休及び披巫Aり1本に FSを桜府し，

定着）廿冶几として L字銅を接府して，

カー/-11高）Jボルトで締め付けた．

は，

I I0111111X 110111111の孔が1作l

その状態

その I・から

表ー4供試体一覧

供試体名 FS種類補強枚数冶具の厚さ

Cl-12 CFS 1枚 12mm

C2-15 CFS 2枚 15mm

Al-12 AFS 1枚 12mm

A2-15 AFS 2枚 15mm

これをアン

実験では表—4 にポす 4 タイプの供試1本を J IJ 紅し

た．供試休タイプ名の 1文字「Iは FSの種類を小し ．

2文字11は補強枚故， hと後の数字は冶几の)'/み(mm)

を示すなお，隅角部へ R=IOm mの面取りを成け

る際にモルタルを使用せずアルミ板を用いた．

固定部と移動郁の摩擦を軽減するためである．

I¥OM 

E云―□直思コニI~
／固定も「

-~I二仁二囁

CFSにより袖強された供試休に比ペ

AFS により補強された 1共試休の）］が i立人 1f!~次）じ化

これ

図ー13冶具形状

I • 

"" ' I ぃ
r l ,,,,., 

..」〗二 ~0· "
旱翌-L--~ 町妄 _,,, LCJJJ、；:-・ ,i Ill 111~111 Ill. 胡

, "" I , •• 

図ー14隅角部モデル概要

5.3載荷及び測定

図—15 に示すように供試体全体を逆さにして台座

に載せ，定着体底部をアクチュエーターで押すこと

で載荷を行った．用いた試験機は荷重容量 98kN,

最大変位士 100mmの電気祉l圧式サ ーボパルサー型

アクチュエーターである．載荷は変位制御で静的な

載荷を行った．測定は荷屯，定倍用冶具の訓げ変位，

ひずみ，及び FSの栽維方向のひずみについて行っ

図ー15供試体設置

た．

5.4実験結果及び考察

実験結果を次式により無次元化 した．
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AI-12では約 1.4,

のことより
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w: 冶！しのjj:)j-111i係数

E、:if, l~- の降伏ひずみ

0 ,.: 冶具の降伏変位

被‘巫府イ本の無次｝じ化1:f国変位関係を図ー16に小す．

披巫着休の最幻！！［次｝じ化変位と冶！しのM:Jゞ.fl!r:次几化

変位の差は Cl-12では約 0.8, C2-15では約 O.G,

A2-15では約 1.5とな った． こ

変位の差が開くことがわかる ．これは， AFSの特

徴である変形能の閻さが現れたためである．

ーボルト 付近のひずみと 1府直の関係を各供試休1,rに

図ー17に示す．ボルトにより冶具を定着する際にIIJ 

いるワッシャー付近で無次元化ひずみが大きくなり，

それから離れる程無次元化ひずみは減少している ．

また，剥離を'"-じ始めた時にはワッシャー付近より

被供試休に近いほうが無次）じ化ひずみが人きいJJ)j介

がある．これは FSが徐々に浪lj,)Jjtをしていくためで

アンカ

ある．
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6. 隅角部モデル解析

6. 1解析方法

前述の関角部モデル実験の糾米を参名に表—5 に

小す 8タイ プのモデル をJi]いて解析 を1Jった．モデ

ルを 図—18 に小す ． ＇災索数 266, 節、しり数 958である．

表—5 供試1本名一覧
1.mi ·• +.\ 芦

供試体名 FS種類 補強枚数 冶具の厚さ

CJ-12 CFS 1枚 12mm 

Cl-15 CFS 1枚 15mm 

C2-12 CFS 2枚 12mm 

C2-15 CFS 2枚 15mm 

Al-12 AFS 1枚 12mm 

Al-15 AFS 1枚 15mm 

A2-12 AFS 2枚 12mm 

A2-15 AFS 2枚 15mm 

図—18 隅角部モデル図

要素はすべてソリ ッド＇炭素とした． コンクリー ト

部は剛休とし， FSと定汎川冶具は，ひずみによる

破壊と1、し）Jによる破壊をそれぞれ判断できるバイリ

ニア形の弾叩性材料としたまた， それらの間には
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図ー19 被定着体の無次元化変位

4.1 に示したものと同じ接触要素を挿人した ．FS 

の材料特性及び冶具の材料特性は表—1 及び表—2 に

示したものと同様である ．拘束条件は，定着用冶具

のボルトによる固定部分を完全固定とし，移動部を

z軸方向以外の変位 を拘束した．また全節点は Y

軸方向への移動を拘束することで X-Z平面に対し

て対象要素とした．載荷方法については，

の正）j向に荷軍を載価した．

被定着体

6.2解析結果及び考察

(1) CFSにより補強された供試体

冶具の 1府屯—'変位 l ½J 係を 図ー19 ( a ) に示す ． Cl-15 

は治具を 1』はするポルト付近で CFSが破断したた

め 1分な変位が'I:じる 前に削析を終 ［し た． また，

C2-12は変位は小しるものの』If,次）し化変位が約 20

の時にボルト付近か ら冶具が破壊をしたため/fJ伸析を

終(した.Cl-12及び C2-15は被崖杓1本の変形後，

披巫府休と CFSが浪lj離し陪析を終 fした．

CFSにおいて隅角部での1、し：）Jの伝達をスムーズ

にするために R=lOmmとなるように1fii収りを施し

た. Cl-15は，冶具の強度が高く，

着した CFSがすり抜けたためである ．

冶具により定

定着用冶具についてはその j:_/ぷ力が一番大き<ll'i 

だ点での無次元化1',『重に対する無次元化応）Jと無次

る．

元化塑性ひずみをそれぞれ図—20, 図ー21に示す．

無次元化応力について は，急激にぶれるところがあ

これは CFSの剥離と対応している．次に冶具

の無次｝じ化塑性ひずみでは，りしほど述べた応）Jがぶ

れる時と無次｝じ化堕'I''!:ひずみが対応しているのがわ

かる． Cl-12, Cl-15, C2-12, C2-15のそれぞれ

CFSの破断，剥離または冶具の破壊する 直前の応

)J分布図（応力がも っとも人きい時）を図ー24に示し

た． これより ，C2-15で｝ぷ力が広 く分布しつづいて

Cl-12, Cl-12, Cl-15の/IIい！となる ．

(2) AFSにより補強された供試体

冶具の荷重ー変位関係を 図ー19(b)に示す. Al-15は

冶具を固定するボルト付近で AFSが破断したため

十分な変位が生じる前に解析を終 fした． また，

A2-12は変位は生じたものの変位が約 5の時にボ

ルト付近で AFSが破断したため解析を終了した．

Al-12は十分な変形後，被定着体と CFSが剥離し

解析を終了したまた， A2-12は卜分な変位を生じ

るが AFSの強度に対し て冶具の強度が低いため無

次元化荷重は A2-15の約半分とな った．定着用冶

具の無次元化荷重に対する無次元化応力を 図—22 に，

塑性ひずみを 図ー23に示す． まず，無次尤化応力を

見ると急激にぶれるところがある. AFSが 1枚の

タイプと 2枚のタイプは無次元化応力が全体的に
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図ー20冶具の無次元化応力 (CFS)
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C2-12冶具の破壊 C2-15アンカーポルト付近で CFSの破断

図ー24CFSを用いた定箔用冶具の応力分布

Al-12アンカーボルト付近で AFSの破断 Al-15被定藩体とAFSの剥離
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1.2倍近く大きくな った．この事から冶具の無次元

化応力が同値ならば袖強枚数に比例して耐荷力も増

加することが解る .Al-12, Al-15, A2-12, A2-15 

のそれぞれの AFSの破断または剥離，冶具の破壊

する直前の応力分布図を図ー25に示した．図-24,25

より， C2-15と A2-15が似た分布を示し，その分

布も広範囲とな った．

A2-12被定着休と AFSの剥離 A2-15アンカーボルト付近でAFSの破断

図ー25AFSを用いた定着用冶具の応力分布

6.3隅角部モデル実験と解析との比較

隅角部モデル載伯実験で得られた結呆と 11,'J¥fりitlSモ

デル解析の糾呆を比較する. tJ如以＇「休の、1!!~次）し化1::r

咽無次）じ化変位似j係を図ー26にぷす. Cl-12は無

次）じ化変位が 4.5まではイi慈なX:が認、められなし‘が

鮒析で得られた糾呆は変1立が 4.5の時に CFSが被

定府休と浪I]離を起こした. C2-15は無次）じ化1府屯が

約 2で定沿休と CFSとの間で浪IJ離を起こし被巫沿

体の無次Jじ化変位が急激に増加 したため尖験結呆と

の差も増加 した. Al-12も同様に無次元化1¥サ重が約

2.7で定着休と AFS との間で剥離を起こしたため

変位が、忽激に坪iJJIIし，実験結呆との間に派が牛じた．

しかし，無次）じ化変位が 20を超えたところから実

験結果に沿うようにな った. A2-15ぱ却験結果とi帷

析結果に有意な淡が見られなかった．また，ボル ト

付近の無次元化荷煎と無次元化ひずみ関係を 図—27

に示す.Cl-12は削析では約 2.5で CFSが被定府

休から剥離したため解析小能とな った．しかし， 2.5

までの1:炉11-ひずみ関係は類似している.C2-15は，

荷重ー変位関係と同様に実験結果と解析結呆に差が

生じた．同様のことが Al-12でも 言える. A2-15 

は無次元化ひずみが 10以前は実験結果と解析結呆

に差が生じているがひずみが約 10以降は類似した

軌跡を描いた．
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図—26 被定着体の無次元化荷重ー無次元化変位比較関係
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7. 結論

図ー27冶具の無次元化荷重ー無次元化ひずみ比較関係

保し ，FSの破損を防ぐことができる ．

(2)本研究で提案した定着 ）］法を採用することに

より， CFS,AFSを有効な 1111げ補強材として

繊維シー トを補強材 として用いる場合の角部への

定着'Ji,法を新たに考案すると共に，その応用例 とし

て， RC橋脚の1111げ袖強におけるフーチング部への

定着において，この」-.法がイ［効であることを実験と

数伯/rJI(,析により検証した．本研究で得られた結果を

以 ドに列准する．

(1)橋脚モデルの実験と 解析により，拷案した定

着［法は，耐力及びじん‘性の確保に有効である

こと が分かったま た，その際に用い る定着用

冶具の形状は L-Typeとすることで定着長を確

Illいることが可能である．また， FSの枚数，

冶具のヽ「法によりその補強II的に合わせた利Ill

)j法を選択することが11f能である ．

(3)尖験で得た結呆 と鮒析で得た結呆との比較か

ら本稿でl廿いたモデル及び）J学特性は，隅角部

、巫府［法の解析に有効であることを示した．

参考文献

I ) 半野•大塚藤本既存 RC 橋脚の口基部の耐祝補強に関する実験,_t木学会第 1 8 回年次学術講派会. 1-97. pp.3'12-3"3.1993.10 

2) 中野・佐々木 • 堤：錆板補強した RC 橋脚の基部に行 H した交番載荷試験. t木学会第 52匝l年次学術講潮会. V-32:l. pp. 6,16-647.1997 9. 

3) 在旧•鎌用•海原：鋼板巻き補強を行 っ た既存 RC 柱の鋼板の役割 . t-. 木学会第 52但1年次学術講演会. V-325, pp.650-651. 1997. 9. 

4)佐野・小俣・ 三浦：鋼板接着により補強された鉄筋コンクリート梁の曲げ性状．構造工学論文集, Vol39A. pp. 1361-1368. 1993. 3. 

5) 岡野 • 森山 •松本・大内•涌井：炭紫横維シートによるせん断補強効果に関する陪析．上木学会第 52 回年次学術講演会. V-156, pp.312-

313. 1997. 9. 

6)前川・裾田：炭素栽維シートを用いた RCtill強橋脚実験結果の設計的括察. I: 木学会第 52但1年次学術講瀬会， V-313. pp.626-627. 1997. 9. 

7)篠原：新素材により巻き立て補強された RC柱の耐震補強効果に関するliJf究，武蔵［．業大学修上論文， 1996.3. 

8 ) 呉• 田名部•松崎•神田•横山：FRPシート繁張接着によるコンクリート構造部材の補弛法の提案．構造工学論文集. Vol44A. pp. 1299-1308, 

1998. 3. 

9) 岡野•渡辺 • 渡邊 ・ 瀧口：RC補強柱の変形性能に関する 一考察．土木学会第 52回年次学術講演会, V-315, pp. 630-631. 1997. 9. 

1 0) 西野 · 河津 • 松木•森 · i酋木． アラミド裁維シートによる補強に関する —実験．上木学会第 52 回年次学術講i賓会. V-158. pp. 316-317. 1997. 9 

Il l 鉄道総合技術研究所：炭素栽維シートによる鉄道高架橋柱の耐裳補惟工法設計•施工指針. 1996 

-40-


